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Ⅰ 外国人女性の妊娠・出産・乳幼児育児に
対する支援の現状と課題

―健康増進課、妊娠・出産・育児経験者
聴き取り調査報告－



本報告の構成

１ 外国人妊産婦・子育て家庭への支援の現状

２ 支援する側が困っていること

３ 支援する側が知りたいこと・要望

４ 外国人の母親の妊娠・出産・育児経験、日本と母国との違い

５ 見えてきた課題



•健康増進課では、2017年度より「おやこ支援室」を立ち上げ、子育て

支援に力を入れている。

•妊娠・出産・乳児期の相談を受ける専任保健師を設置し、妊娠期

からの切れ目ない支援を目指している。

•外国籍の市民にも、日本国籍者と同様の制度的サポートを行って

いる。

１ 外国人妊産婦・子育て家庭への支援の現状



•日本語がわからない母親とその子どもについて、全体像の把握

はできていない。出生、健診等のさいには把握できるが、随時

転入出を把握することは困難である。

•避妊教育を受けていない、若年、低所得、支援者がいない、望

まない妊娠などの理由のために、虐待を見越した支援を妊娠期

からしなければならないケースが最近増えている。子ども支援

センターの家庭相談員と一緒に介入をすることも、始めている。



妊産婦・子育て家庭への支援
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健康増進課「母子保健事業紹介」より



【母子健康手帳交付】

• 外国人妊婦は養育支援ネットでの病院と地域（行政）間の情報共有の
対象になっている。

• 外国語に日本語を併記した母子手帳の交付
（豊岡市での年間出生数500～550人中）

2017年度 4件
2018年度 4件
2019年度 5件
2020年度 12件（2021年3月4日現在）
・・・フィリピン国籍者が多い
外国人同士の夫婦の増加、新型コロナウィルスの影響有
コロナ禍で帰国できず、支援者を呼び寄せることも難しいなかで
出産する外国人妊婦の支援体制を整えることが課題

現在、９言語に対応 （公財）母子衛生研究会



•母子手帳交付のさい、日本国籍の妊婦と同様に、①妊婦健診・聴覚

検査・妊婦歯科健診の制度説明、②保健相談、③歯科相談、④栄養

相談を行う。そのさい、保健師が面談し、生活状況の確認、産前産後

のサポートの説明や相談をする。

•外国人の場合、母子手帳交付日までに通訳の手配ができていること

は現状難しい。通訳ができる人が同伴する場合が多い。

•時間がかかるが、制度の説明や産前産後の状況把握、保育園入園

希望時期の把握や入園手続きの説明などを、丁寧におこなっている。

• 2020年7月より母子手帳アプリを導入。英語・中国語・スペイン語等

12言語に対応



【家庭訪問】

•外国人同士の夫婦の場合は、社会的なリスクがあるため「ハイリスク」

として対応し、「新生児訪問」だけでなく、妊娠中にも１回、家庭訪問を

する。

•外国人妊産婦については、かならず（地区の担当保健師や委託の

助産師ではなく）出産に関する専任の保健師が訪問する。



外国語 乳幼児健診問診票の使用 ・・・年間数件 初回の把握が課題

言語

健診・育児教室

英語・中国語・タガログ語・
ベトナム語・タイ語

４か月児健康診査
７か月児健康診査
１歳６か月児健康診査
２歳育児教室
３歳児健康診査

作成協力：NPO法人
にほんご豊岡あいうえお

【乳幼児健診】



【家庭訪問・乳幼児健診】

•通訳サポートをNPO法人へ依頼、または、知人が同伴

↓

同伴者の負担の問題有

有償ボランティアのかたちで活動できないか？

※ 2021年8月～ 「豊岡市外国語通訳ボランティア派遣」開始

NPO法人の協力を得て、乳幼児健診に限らず、

市の事業で、市から依頼する場合、有償ボラン

ティアというかたちで通訳に入ってもらう。



【子育て支援プログラムの利用】

この３年間、利用実績なし（ヘルパー派遣サービス利用申請１件）

↓

本人、家族がサービスを望んでいるが利用できないのか、

そもそも利用ニーズがないのかがわからない。



（１） 転出入の把握が難しい

（２） 身内の支援者が少ない、孤立しやすい

（３） 支援ニーズの把握が難しい

（４） 意思疎通が難しい

（５） 支援者側からの介入が難しい

（６） 文化の違い？ 日本のやり方の押し付けになる？

（７） 発達の見定めが難しい

（８） 情報が届いているのか心配

（９） 経験の蓄積・共有に課題がある

２ 支援する側が困っていること



（１） 転出入の把握が難しい

•転入して来た妊婦や未就学児のいる母親については、健診でないと

出会うタイミングがない。途中転入の人が抜け落ちやすい。

•海外で里帰り出産した母親が、いつ日本に帰って来るのかを把握する

ことが難しい。

• コロナの状況が落ち着いたり、自分たちの生活が安定したら、母国の

祖父母に預けている未就学の子どもを呼び寄せたいと考えている人

たちがいるが、なかなか予定通りにいかないし、知らせてもらえない。



↓

•妊婦や子どもたちが入ってきた時に支援者が上手に介入できて、

保育園・学校・地域などへのつなぎがタイミング良くできる仕組みが

ない。

•転入届が出されるさい、児童手当、国民健康保険等の手続きはかな

らず案内し、小中学生がいる世帯は教育委員会にも案内している。

しかし、保育園・幼稚園の手続きや妊産婦支援にまではつないでい

ない。

日本人の転入のさいには「転入・転居・世帯分離・世帯合併・世帯主

変更・世帯変更をされた方へ」を渡して必要なところを回ってもらう。

外国人には、リビングガイド、出入国在留管理庁監修の『生活・仕事

ガイドブック』を渡している。

→ やさしい日本語版「転入・転居された方へ」の作成



『豊岡市リビングガイド』

「やさしい日本語版」「英語版」「中国語（簡体字）版」「中国語（繁体字）版」
「タガログ語版」「ベトナム語版」「タイ語版」 38ページ

『生活・仕事ガイドブック』

http://www.moj.go.jp/isa/support/portal/index.html

「日本語」「やさしい日本語」を含め、
15か国語で作成 120ページ

https://www.city.toyooka.lg.jp/kurashi/foreign/1004990.html



「豊岡市へようこそ（転入・転居された方へ）」やさしい日本語版



（２） 身内の支援者が少ない、孤立しやすい

•近くに支援してくれる家族・親族が少ない。

•子どもが保育園に入ったり、地域の子育てセンターにつながれば日常

的に支援を受けられるが、就労状況や日本語能力の制約がある場合

は難しい。

•同国人同士のコミュニティの結束が強い場合、お互いに助け合える

反面、日本の支援を受け入れられなかったり、コミュニティのなかで

関係が完結してしまい外に支援を求められなかったり、必要な手続

きをしそびれてしまったりする場合がある。



（３） 支援ニーズの把握が難しい

①そもそも、問題を感じているのか？

（支援ニーズがあるのか、ないのか）

②保健師などによるサービスがあることを知っているのか？

（国による制度の違い）

③本人、家族がサービスを望んでいるが、利用できないのか？

（言葉、通訳や家族を介さなければならないことの障壁？）



（４） 意思疎通が難しい

•母親の生育歴・既往歴を聴き取りたいが、聴き取りのスキル、言葉の

問題や文化の違いもあり、うまく聴き込めない。

•自分たちが言ったことのニュアンスが相手に伝わっているのかを確認

することが難しい（通訳を介した場合も）。

•把握した時点でフォローが必要なケースは介入をするが、訪問日を

調整することだけでも、言葉の壁、問題意識の共有が難しく支援ニ

ーズを共有できない。

•急な対応や通訳なしでの家庭訪問には、翻訳アプリを活用するが、

正しく翻訳されているか不安（とくに英語以外の言語の場合）。



（５） 支援者側からの介入が難しい

•保健師は「予防」のためにかかわろうとするが、その時点では、それ

ほど困っていないので助けを求めない。（事が大きくなってから、助け

を求めることになる。）

• アポが取れない。郵送、ポスティング、アポなし訪問などでも接触でき

ない場合もある。

•保健師側のタイミングで支援したいとき、通訳の手配が難しい。



（６） 文化の違い？ 日本のやり方の押し付けになる？

•母親の母国では、そういうやり方なのだろうか？

外国の育児についてのスタンダードを知りたい。

早くからジュースを飲ませる？ 冬でも薄着？

授乳のとき抱っこしないの？ 母乳はいつまで与える？

離乳食に何を与える？

•赤ちゃんのために伝えたいことがあるが、一方的に、日本の基準を

押し付けるのはよくないかも…？



（７） 発達の見定めが難しい

•発達の問題（自閉スペクトラム症）のために子どもの言葉が出ないのか、

それとも、環境の問題（日本語を聴く機会が少なかったり、多言語環境に

あるため） なのか？

•社会的なつながりがない環境では、他の子と比較してみる機会がない

ため、親が問題を感じない場合がある。

↓

子どもが就学前施設に入れば、見定めがつきやすくなる。



（８） 情報が届いているのか心配

•保育園入園の申し込み時期に手続きができておらず、「働きたいのに

働けない」母親たちがいる。

•幼稚園の入園に向けた手続きを理解しているのか。

• 「子育て支援ガイドブック」は日本語版のみ。

多言語対応となると、毎年の情報更新が課題。

•外国人転入者に渡すリビングガイドは、けっこう

分厚い冊子なので、読んでそこから自分に必要

な情報を選び出すのは難しいかもしれない。

『豊岡市 子育て支援ガイドブック』

（48ページ）



（９） 経験の蓄積・共有に課題がある

•子どもの年齢が５つ６つ上の母親が先輩ということでつながれば、

うまくいく可能性があるように思う。

•豊岡では事例数が少ないので、但馬地域とか兵庫県とかで共有

できるとよい。



•外国人夫婦が困ったときに誰に相談しているのかを知りたい。

•外国人の困りごとの情報を集約する所があるといい。また、そこ

から必要な支援に応じた所へつなげられるようなチャンネルが

あるとよい。

•転入の最初の手続きのところで、仲介人がいるとよいと思う。

マイナンバーカードや国民健康保険の手続きを手伝ってくれる人

がいるとよい。

３ 支援する側が知りたいこと・要望



•生活する中での地域住民と共生する仕組みや交流する仕組みを

取り入れているところや先進的な取り組みをしているところ、言葉

の壁を乗り越える術など、他の自治体の取り組みについて知りた

い。

•ずっと日本で生活していく場合、家庭で日本語に触れる機会が少

ない場合は、どうすると良いのかを知りたい。



４ 外国人の母親の妊娠・出産・育児経験、
日本と母国との違い

•母子手帳制度はない。日本でもらって、すごく安心した。（ベトナム）

•中国にも母子手帳はある。会社から渡された。保健師はいない。（中
国）

•日本だと妊娠中の食事制限があるが、ベトナムだとあまり言われない。
私も太ったと怒られた。（ベトナム）

•日本の方が妊娠中の体重管理が厳しい。中国では、お腹の子と二人
分しっかり食べなさいと家族も言ってくれる。検診で体重を測ることも
なかった。（中国）

•妊娠・出産でかかった費用が返ってくる制度（医療費控除）はない。
（フィリピン）



• フィリピンでは出産後1週間、シャワーを浴びてはいけないと言われ
るが、日本の病院で看護師にシャワーをしなさいと言われた。（フィリ
ピン）

•出産後１カ月間は、外出しない、髪の毛も洗わない、風に当たらない、
冷たい飲み物を飲まないが、日本では守れなかった。（ベトナム）

•ハグやキスなどのスキンシップは小さい頃からしている。（フィリピ
ン）

• フィリピンでは赤ちゃんをおんぶしない。とくに女の子は、足が広
がってガニ股になるのが心配だから。（フィリピン）

•中国では、子どもが生まれても、友人と連絡をとったり会ったりする
頻度は特に変化しない。日本よりも気楽に連絡をとりあっている。育
児不安には日本の方がなりがちなのでは。（中国）



•予防接種では、言葉がよくわからず、なんのワクチンかわからないこ
ともあった。（ベトナム）

•離乳食は自分で作った。日本式のものを、ママサロンと保健師さん
の離乳食クラス（保健所）で日本人のお母さんたちといっしょに勉強
した。（ベトナム）

•日本だと、子育てするのが疲れる。保健師さんがいろいろ手伝ってく
れるし、予防接種など丁寧に連絡してくれるのはよい。でも、それ以
外は一人でやらなければならない。祖父母や親戚など、助けてくれ
る人が近くにいない。（ベトナム）

•日本では、お母さんが一人でがんばっている、あまり父親が助けてく
れない。祖父母も働いていることが多いので、あまり手伝ってくれな
い。ベトナムの子育ては楽。 「みんな、産むだけ」。産めばみんなで
育ててくれる。あれこれ気を遣わなくていい。（ベトナム）



（１）情報の必要

•豊岡および他の自治体の経験や取り組み（ノウハウの蓄積）

•外国人妊産婦とその家族の困りごとへの対処法・支援ニーズ

•外国人妊産婦とその家族による支援サービスの認知度

•外国人妊産婦の母国の育児法・育児文化

•子どもの言語の獲得にかかわる専門知識

５ 見えてきた課題



（２）保健師・行政関係者と外国人妊産婦・乳幼児の親をつなぐ人や

仕組みの必要

•転入手続き時の案内の工夫

•日本での出産・育児経験のある外国人の母親による支援

（有償ボランティア？）

•外国人の困りごとを集約し、必要な支援につなげる仕組み



Ⅱ 外国にルーツのある子どもとその保護者
の就学前施設における現状と課題

―就学前施設、外国人保護者 聴き取り調査報告―



本報告の構成

１ 当該園児の就学前施設における現状と課題

２ 園と保護者との関係、家庭の状況

３ 見えてきた課題



１ 当該園児の就学前施設における現状と課題

国際結婚家庭（多くは父親が豊岡出身）の子ども

豊岡生まれ、豊岡育ち

日本国内の他地域から豊岡へ

外国から豊岡へ

両親ともに外国人の家庭

「両親ともに外国人で、日本語がまったくできない子どもが、急に入
園してくる」ということが、めずらしくなくなりつつある。



（1） 園児の入園前の状況、生活環境・生活文化の把握/理解

•入園前に、食事、排せつなどについてのその子の状況や、衣食住の
環境・文化がわからないと、生活支援のやり方がわからず、入ってきて
から一生懸命理解しなくてはならない。

例： トイレでの排泄後、紙で拭く習慣がない。

極端な厚着など、季節や状況に合った服装でない。

•問題の原因が、生活様式なのかその家庭での育児のあり方なのかと
いう区別がわからない。それぞれの国や地域の生活様式を理解した
上で、園ではどこからスタートするか考えられる。

•育児経験のある外国人の保育補助者がいる園もある。

（制度としてではなく、たまたま）



↓

入園前に、通訳だけでなく日常的に関われるようなサポート体制が
あり、入園の時点でしっかりした情報伝達があるとよい。

衣食住、睡眠習慣、昼寝など、生活の基本となることについて、朝か
ら晩まで、だいたいどういうふうな生活様式なのかを知りたい。



（２） 日本語がわからない子どもへの支援

•園児のための通訳の派遣はない

（多文化共生サポーターの派遣は小中学校対象）

•絵カードの利用、写真で制作工程を見せるなど、言葉がなくてもわか
るようにする工夫（子どもたちも絵を見せて会話をしようとする）



（３） 言葉の発達

•言葉がほとんど出て来ない、年齢相応の指示が伝わらない、ゆっくり
一対一で話さないと伝わらない、など気になる事例がみられる。

発達的に課題があるのか、言葉の環境の影響なのかがわかりにくい。

家庭内で母語を話している場合

外国で暮らしていた期間が長い場合

外国と日本との間を行ったり来たりしている場合

•友だちとかかわりたい気持ちが伝わらず、手が出ることも。

•助詞を使わずに話す。 → 母語が日本語でない母親の影響？



日本語で子育てをした外国人保護者の声

•日本で子どもを育てるならば日本語で育てなければ、と先生等に言わ
れ、自分の日本語はネイティブの日本語ではないし、発音もネイティブ
ではないので、自分の言葉が正しい日本語になっているかと考えなが
ら話さざるを得ず、つらかった。

•普通なら［子どもに］ダメと言った後に［ダメな理由について］説明をする。
私の時は、わかる日本語が少なかったので、本当にダメだけを言う。子
どもたちはなぜダメか全然わからない。多分それは大きなこと。日本に
いるから日本語を先に覚えさせた方がいいんじゃないかと言われたの
で、私たちはそういうふうにした。ただ、私がコミュニケーションが取れな
いことになっちゃう。

長期的に子どもの発達をみると、親が自信を持ってしっかりとコミュニ
ケーションできる言語を使用するのがよいと言われている。家庭で、
「質の高い会話」が行われていると、認知面（概念や思考力等）はしっ
かりと発達し、小学校以降の「学習言語能力」の習得に活きてくる。



２ 園と保護者との関係、家庭の状況

（１） 保護者との意思疎通

•親のどちらかが日本語ができて仲介することができれば、日常の生活面
ではとくに困ることはない。

•外国人の母親が日本語でのやりとりがある程度できる場合、わかりやす
い言葉で、ゆっくり丁寧に話す。母親も、わからないことは聞いて来る。

•親と日本語で意思疎通できず、親の知人を通じてやりとりせざるを得な
かったケースも。

•日本語と母語ができる上の子が、親や知り合いの家族の通訳をした
ケースも。

• 「園だより」にルビをふっていたが、日本語だと読んでくれないことがわか
り、やめた。



•親と日本語で意思疎通できない場合、園でできることはして、保護者
の負担を減らした。（例：検温）

•通訳は日程調整が必要で、すぐに来てもらえないこともあるため、携
帯の翻訳アプリを使って会話。

https://www.toppan.co.jp/solution/service/VoiceBiz/detail/index.html?id=about

＜ICTを活用した言語的支援＞

政策調整課で契約した
「VoiceBiz」を各園のタブレットに
入れる。

西保育園に導入。八条・竹野
認定こども園にも今後導入予定。



（２） 家庭の状況

•国際結婚家庭では、同居の祖母による支援がみられる。

•意思疎通が可能な言語が異なるため、家庭内でのコミュニケーション
が難しいケースがある。（例：母と上の子は母の母国語で、父と下の
子は日本語で）

• さまざまな事情により、父母のいっぽう、あるいは両方と一緒に生活
できないなど、家庭環境が複雑なケースが少なくない。

→ 教育委員会、健康増進課、こども支援センターなどと

連携して対応



（３） 日本の就学前施設・育児文化等に対する外国人保護者

の印象、日本と母国との違い

•保育園の申込書が日本語しかない。英語版を作ってほしい。

•保育園や学童の継続の手続きが簡単にならないか。去年と同じなの
に、毎年同じことを書くのは大変。

• ベトナムでは母親が働きに出るさい、子どもをどこかに預けることに
抵抗はないが、日本では「かわいそう」と言われた。（ベトナム）

•日本では、毎週月曜日にいろいろものを用意してから送らなくてはな
らないのがたいへん。ベトナムでは着替えぐらい。（ベトナム）

•保育園では、一日のスケジュールが流れ作業のように決まっていると
感じる。遊びの時間も、中国の場合は皆が揃って一緒に行動すると
いうよりも、それぞれが自由に好きなことをして遊んでいるように思う。
（中国）



•保育園では、連絡帳に連絡事項を記入するのではなく、送迎のさい
に口頭で伝えるようにお願いして、負担が減って助かった。（中国）

• フィリピンでは、親戚が多いので、子どもをいつでも預けられる。みん
なでみる。隣の家にもお願いできる。日本で子育てをしていると、子
どもを預けるところがないので、すごく困っている。（フィリピン）

• フィリピンの子どもたちは、近所のお兄ちゃんやお姉ちゃん、友だち
のなかで自由に育つ。年上の子どもたちがすることを見て、着替え
やトイレなど、勝手にできるようになる。先生からではなく、遊び回り
ながら自分で勉強する。（フィリピン）

•子どもが走り回ったりすることに対しては、いちいち気にしない。（フィ
リピン）

• フィリピンではご飯の時にはコーラかジュースを飲む。水はあまり見
かけない。お茶は全然ない。（フィリピン）



３ 見えてきた課題

（１）サポート体制づくりの必要

•入園前から、通訳だけでなく日常的にかかわれるようなサポート体制

• いきなり入園するのではなく、状況把握をしたうえで園とつなぐ仕組み

•入園説明・保護者面談時の通訳（市で）

（理想は、日程調整をしなくても、すぐに対応してもらえる通訳）

•園児のための通訳、サポーター

•通訳アプリの利用の拡大

•教育委員会、健康増進課、子ども支援センターなどとの連携・協力

•子育て経験のある外国人（保育補助者、保育士など）、豊岡育ちの外国
にルーツのある青年の活躍



（２）情報の必要

•子どもの言語の獲得にかかわる専門知識

（とくに多言語環境にある場合。母語／継承語保持の重要性）

•外国人保護者の母国の育児法・育児文化、生活環境・生活様式
など

（３）利便性の向上、保護者の負担軽減

•連絡用アプリ利用の拡大

•提出書類の簡略化・デジタル化（前年度と同じ情報、住所などす
でに行政で把握されている情報を書かなくてもよいように）、英語
版の作成


